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可睡斎の東に位置する「可睡ゆりの園」では、
色とりどりの見事なゆりが咲き誇っていました。
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◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
（
第
1
号
・
第
2
号
）
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事

業
の
た
め
に
、
9
9
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
23
年
度
予
算
総
額
は
、
2
9
4
億
6
9
0
0
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

《
第
1
号
補
正
》

●
住
宅
等
耐
震
性
向
上
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
4
5
3
0
万
円

　

地
震
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、
本
市
の
住
宅
の

耐
震
補
強
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
補
強

工
事
の
上
乗
せ
補
助
を
市
単
独
で
行
い
、
対
象
件
数
を
60
棟
に
す
る
も

の
で
す
。

●
災
害
支
援
用
備
蓄
品
補
充
事
業（
※
） …
…
…
…
2
5
0
0
万
円

　

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
物
資
と
し
て
提
供
し
た
防
災
備
蓄
品
の
補

充
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

●
社
会
教
育
施
設
管
理
基
礎
調
査
事
業
…
…
…
…
…
7
9
0
万
円

　

公
民
館
や
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
の
計
画
的
な
改
善
や
長
寿

命
化
を
図
る
た
め
の
基
礎
調
査
を
行
い
、
各
施
設
の
改
修
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

●
徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業（
※
） …
…
…
…
2
8
0
万
円

　

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見
・
保
護
や
、
介
護
者
の
精
神
的
・
身
体
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
ま
た
、
地
域
で
支
え
る
た
め
、
地
域
住
民
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

袋井駅南北自由通路新設及び
橋上駅舎化工事委託の協定締結を可決

　市議会は、6月定例会を、6月6日から6月29日までの24日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成23年度一般会計及び病院事業会計の補正予算をはじめ、袋井市男女共同参
画推進条例の制定や袋井駅南北自由通路新設及び橋上駅舎化工事委託に関する協定の締結など16議
案、議員から提出された3議案が上程され、採決の結果、いずれも原案のとおり可決しました。
　なお、市政に対する一般質問では、12人の議員が市長の見解をただしました。

6月
定例会
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□6月定例会の概要

《
第
2
号
補
正
》

●
休
日
保
育
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
3
0
万
円

　

節
電
対
策
の
た
め
、
土
日
操
業
と
な
る
企
業
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
応

と
し
て
、
保
育
所
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
土
日
保
育
を
実
施
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

●
津
波
対
策
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
7
0
万
円

　

防
災
計
画
の
見
直
し
や
津
波
避
難
計
画
の
策
定
、
地
域
の
防
災
関
係
者
の
現

地
視
察
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

●
節
電
啓
発
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
5
0
万
円

　

節
電
意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

●
災
害
支
援
事
業
「
オ
ー
ル
袋
井
」 …
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5
0
万
円

　

釜
石
市
や
岩
沼
市
な
ど
へ
の
支
援
を
オ
ー
ル
袋
井
で
展
開
す
る
に
あ
た
り
、

支
援
内
容
等
の
調
整
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

条　

例
（
主
な
も
の
）

《
制
定
》

●
袋
井
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
※
）

　

市
や
市
民
な
ど
の
役
割
を
定
め
、
真
に
「
男
女
が
共
に
自
立
し
参
画
す
る
社

会
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

《
改
正
》

●
袋
井
市
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

袋
井
市
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ラ
イ
フ
袋
井
）
に
対
し
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
※
）

　

新
た
に
長
期
休
業
中
に
お
け
る
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
た
め
、
長
期
休

業
中
預
か
り
保
育
の
定
義
や
保
育
料
等
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

人　

事

●
農
業
委
員
会
委
員

　

農
業
委
員
会
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
農
業
委
員
会
委
員
を
推

薦
し
ま
し
た
。
（
任
期
：
平
成
23
年
7
月
19
日
〜
平
成
26
年
7
月
18
日
）

　
　

近
藤
眞
由
美
氏
、
寺
井
雄
二
議
員
、
兼
子
春
治
議
員
、
村
松
尚
議
員

 

　

一　

般
（
そ
の
他
）

●
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て（
※
）

　

平
成
26
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
袋
井
駅
南
北
自
由
通
路
及
び
橋

上
駅
舎
に
関
し
、
詳
細
設
計
及
び
本
体
工
事
に
着
手
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

工
事
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

　
　

契
約
相
手
先
・
・
・
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
　

契
約
金
額
・
・
・
・
29
億
3
0
0
万
円

●
袋
井
市
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機
器
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

袋
井
市
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機
器
一
式
の
購
入
に
関
し
、
次
の
と
お

り
物
品
売
買
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

　
　

契
約
相
手
先
・
・
・
株
式
会
社
ア
イ
ホ
ー
名
古
屋
支
店

　
　

契
約
金
額
・
・
・
・
5
億
9
8
5
0
万
円

　

議
員
提
出
議
案

●
特
別
委
員
会
の
新
設
に
つ
い
て

　

袋
井
市
の
防
災
計
画
の
見
直
し
に
係
る
政
策
形
成
段
階
で
の
提
言
を
行
う
た

め
、
新
た
に
「
防
災
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
意
見
書

　

◎
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

◎
茶
の
放
射
性
物
質
検
査
に
関
す
る
意
見
書

  

（
詳
細
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。）

（
注
）…（
※
）
は
、
10
〜
11
ペ
ー
ジ
の
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
項
目
で
す
。
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浅
羽
・
笠
原
地
域
の

緊
急
的
津
波
対
策
は

緊
急
課
題
と
し
て
、
海
抜
表
示

板
や
避
難
方
向
表
示
板
等
を
、
本
年

度
中
に
設
置
で
き
な
い
か
。

標
高
の
表
示
だ
け
で
な
く
、
避

難
場
所
な
ど
の
方
向
を
示
し
た
表
示

板
の
設
置
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
避
難
場
所
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
示
し
た
上
で
、
本
年
度
中
に
設
置

し
て
い
き
た
い
。

浜
岡
原
発
全
炉
停
止
は

や
む
な
し
と
考
え
る
が

安
全
対
策
を
講
じ
た
後
の
浜
岡

原
発
の
運
転
再
開
に
つ
い
て
、
市
長

の
基
本
的
な
考
え
は
ど
う
か
。

中
部
電
力
が
行
う
安
全
対
策
の

説
明
に
対
し
、
市
民
が
納
得
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
運
転
再
開
は
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
る
。

後
方
支
援
病
院
と
し
て
の

現
病
院
の
課
題
は

掛
川
市
の
後
方
支
援
病
院
設
置

に
対
す
る
支
援
と
、
本
市
の
支
援
の

違
い
は
何
か
。

掛
川
市
は
民
設
民
営
方
式
、
本

市
は
公
設
民
営
方
式
で
の
運
営
を
考

え
て
い
る
。
本
市
の
場
合
、
総
合
内

科
外
来
を
新
た
に
開
設
す
る
計
画
で

あ
る
た
め
、
病
院
経
営
に
対
し
、
一

定
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
は

進
ん
で
い
る
か

外
国
人
児
童
生
徒
の
不
就
学
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
中
学
校

で
の
支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

外
国
人
適
応
教
室
担
当
教
員

や
支
援
員
が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
継
続
的
に
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
不
就
学
児

童
生
徒
の
解
消
の
た
め
、「
虹
の
架

け
橋
教
室
」
と
も
連
携
し
て
支
援
し

て
い
き
た
い
。

多
文
化
共
生
事
業
の
展
開
に
つ

い
て
、
そ
の
役
割
を
国
際
交
流
協
会

に
期
待
し
て
は
ど
う
か
。
所
在
地
も

市
役
所
の
近
く
に
あ
れ
ば
、
行
政
と

の
連
携
も
と
り
や
す
く
、
利
用
し
や

す
い
と
考
え
る
が
。

今
後
、
新
た
な
多
文
化
共
生
事

業
の
取
り
組
み
や
、
事
務
所
の
場
所

な
ど
に
つ
い
て
、
国
際
交
流
協
会
と

話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
。

自
転
車
道
路
の
整
備
は

袋
井
商
業
高
校
西
側
の
袋
井
春

野
線
の
歩
道
は
、
多
く
の
通
学
者
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
安
全
性
を
高
め

る
た
め
、
歩
道
に
自
転
車
の
走
行
帯

を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

歩
道
内
の
歩
行
者
と
自
転
車
の

通
行
を
分
け
る
「
普
通
自
転
車
歩
道

通
行
部
分
の
指
定
」が
さ
れ
る
よ
う
、

警
察
署
や
県
土
木
事
務
所
へ
強
く
働

き
か
け
た
い
。

通学に利用されている袋井春野線の歩道

芝
田 

禮
二 

議
員

寺
田 　

守 

議
員

運転停止中の浜岡原発（撮影：中部電力）
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浅
羽
地
域
へ
の
津
波
対
策
は

早
急
の
課
題

海
浜
公
園
の
計
画
の
中
に
、
津

波
対
策
と
し
て
避
難
丘
の
設
置
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

防
災
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
丘

を
設
け
た
海
浜
公
園
は
、
緊
急
避
難

場
所
に
も
な
り
得
る
。
防
災
機
能
を

含
め
た
総
合
的
観
点
か
ら
、
地
域
の

方
々
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
と
家
庭
と
の

交
わ
り
は
ど
う
か

子
供
達
が
個
々
に
持
っ
て
い
る

潜
在
能
力
を
ど
の
よ
う
に
引
き
出
し

て
い
る
か
。

子
供
の
持
つ
潜
在
能
力
は
千
差

万
別
で
あ
る
が
、
何
事
に
も
達
成
感

を
感
じ
さ
せ
る
な
ど
、
自
己
肯
定
感

を
持
た
せ
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
で

あ
る
と
考
え
る
。
子
供
一
人
一
人
の

よ
さ
を
は
ぐ
く
み
、
心
ゆ
た
か
な
人

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
と
学
校

教
育
と
の
関
わ
り
合
い
は
、
ど
の
よ

う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

市
で
は
、
「
心
ゆ
た
か
な
人
づ

く
り
」
を
教
育
の
理
念
に
掲
げ
、
徳

育
を
通
し
た
人
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
取
り
組
み
の
1
つ
と
し

て
、
具
体
的
な
子
供
の
姿
を
表
し
た

徳
育
評
価
指
標
を
作
成
し
た
。
保
護

者
も
子
供
た
ち
を
育
て
る
中
で
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

寺
井 

雄
二 

議
員

公
民
館
活
動
の
充
実
を

公
民
館
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
適
正
規
模
や
職
員
体
制
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

公
民
館
の
運
営
は
、
人
口
規
模

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
つ
な
が
り
な

ど
の
実
情
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
職
員
増
も
含
め
、
円
滑
な
公

民
館
運
営
が
で
き
る
体
制
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

地
震
対
策
の
新
た
な

取
り
組
み
の
内
容
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地

震
対
策
の
新
た
な
取
り
組
み
の
内
容

は
。

地
域
防
災
対
策
会
議
を
市
内
19

か
所
で
開
催
し
、
12
月
ま
で
に
骨
格

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。
会
議
は
月

1
回
を
目
安
に
、
5
〜
6
回
程
度
の

議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

震
災
地
を
支
援
す
る

「
市
民
の
会
」
に
つ
い
て

民
間
の
発
想
と
行
動
に
よ
る
震

災
地
支
援
を
、
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

被
災
地
の
復
興
は
、
中
長
期
視

点
で
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
様
々
な

支
援
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
民
間
団

体
を
含
め
た
オ
ー
ル
袋
井
体
制
で
設

立
し
た
「
被
災
地
を
応
援
す
る
袋
井

市
民
の
会
」
に
よ
り
、
長
期
的
、
継

続
的
な
支
援
を
展
開
し
た
い
。

佐
藤 

省
二 

議
員

津波対策が検討される浅羽海岸

「被災地を応援する袋井市民の会」設立総会
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東
日
本
大
震
災
の
影
響
と

そ
の
対
処
は

今
後
の
地
方
交
付
税
、
国
庫
補

助
金
な
ど
、
依
存
財
源
全
般
の
動
向

を
ど
う
想
定
さ
れ
る
の
か
。

特
別
交
付
税
は
、
被
災
地
へ
の

配
分
が
厚
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
の
で
、
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
国

庫
補
助
金
は
、
事
業
の
不
採
択
や
大

幅
な
減
額
が
生
じ
た
が
、
今
現
在
、

不
透
明
な
部
分
が
多
い
。
臨
時
財
政

対
策
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
の
依
存

財
源
は
、
地
方
債
計
画
に
基
づ
い
た

配
分
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。震

災
復
興
財
源
と
し
て
、
国
家

公
務
員
給
与
の
10
%
削
減
が
決
定
し

た
。
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
は
各

自
治
体
に
任
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

何
ら
か
の
削
減
は
必
要
と
考
え

る
が
、
県
や
各
市
の
対
応
状
況
を
参

考
に
し
て
判
断
し
た
い
。

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
き
ん
も
く
せ
い
」

の
有
効
利
用
を

北
分
庁
舎
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
き
ん

も
く
せ
い
」
は
、
そ
の
立
地
か
ら
、

市
の
広
告
塔
に
す
べ
き
で
は
。
ま
た

管
理
人
を
置
き
、
入
り
や
す
く
す
べ

き
で
は
。

現
在
は
、
防
災
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

常
設
展
示
や
絵
画
展
な
ど
の
催
事
用
に

使
用
し
て
い
る
が
、
使
い
勝
手
の
面
か

ら
も
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
以
外
の
目
的
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

新
た
な
行
政
経
営
方
針
の

同
一
理
解
を

「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
」
の
目
的
は
、
多
く
の

市
民
が
納
得
で
き
る
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
で
あ
る
。
市
と
市
民
が
以
心

伝
心
と
な
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
。

行
政
だ
け
で
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
は
限
界
が
あ

る
。市
民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
、

よ
り
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
、
市
民

満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。

「
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
農
の
文
化
を
活
か
す
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
を
育
て
た
分
散
社
会
の
視

点
が
大
事
で
は
な
い
か
。

事
業
の
方
向
性
を
定
め
る
際
に

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率
性

に
意
を
配
し
、
地
域
の
意
見
を
で
き

る
だ
け
取
り
入
れ
る
よ
う
進
め
て
い

る
。

三
川
地
区
の
取
り
組
み
を

市
政
に
活
か
す
べ
き

三
川
地
区
が
行
っ
た
「
地
方
の

元
気
再
生
事
業
」
は
、
新
た
な
行
政

経
営
方
針
が
求
め
て
い
る
事
業
そ
の

も
の
と
考
え
る
が
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
に
暮

ら
す
方
が
、
地
域
資
源
を
見
つ
め
直

し
、
守
り
、
磨
き
、
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
基
本
に
し
た
取
り
組
み
で
あ

り
、
行
政
経
営
方
針
に
合
致
す
る
も

の
と
考
え
る
。

田
中 

克
周 

議
員

廣
岡 

英
一 

議
員

三川地区における地方の元気再生事業の活動

有効利用が求められる北分庁舎「ギャラリーきんもくせい」
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高
齢
者
や
障
害
者
の

サ
ポ
ー
ト
環
境
整
備
を

公
共
施
設
内
の
受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
等
に
杖
ホ
ル
ダ
ー
を
設
置
で
き

な
い
か
。

今
後
の
高
齢
化
社
会
の
実
情
を

考
え
る
と
、
杖
ホ
ル
ダ
ー
を
必
要
と

す
る
来
庁
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
役
所
庁
舎
や
他
の
施

設
に
も
、
順
次
設
置
し
て
い
き
た

い
。

庁
舎
北
側
進
入
路
で
の
駐
停
車

は
、
歩
行
者
へ
の
危
険
や
直
進
車
へ

の
妨
げ
に
な
る
。
駐
停
車
の
規
制
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

庁
舎
北
玄
関
付
近
で
の
駐
停
車

は
、
歩
行
者
の
危
険
や
通
過
交
通
の

妨
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
横
断
歩
道

を
利
用
す
る
来
庁
者
の
安
全
確
保
の

た
め
、
横
断
歩
道
前
後
で
の
駐
停
車

は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
よ
う
、
案
内
看

板
等
で
誘
導
し
て
い
き
た
い
。

市
役
所
本
庁
舎
北
玄
関
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
で
き
な
い
か
。

北
玄
関
に
は
、
庁
舎
に
並
行
し

て
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
い
る
。
階

段
の
利
用
が
困
難
の
方
や
車
い
す
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

既
存
ス
ロ
ー
プ
に
手
摺
り
を
つ
け
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

沼
上 

賢
次 

議
員

市
の
責
任
で
避
難
場
所
確
保
を

津
波
被
害
か
ら
人
命
を
守
る
た

め
に
、
一
定
の
区
域
ご
と
に
避
難
で

き
る
高
い
と
こ
ろ
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
。
市
長
の
決
意
は
。

各
地
域
に
お
い
て
進
め
て
い
る

新
た
な
地
震
対
策
へ
の
取
り
組
み
の

中
で
、
要
望
や
提
案
が
出
さ
れ
る
と

思
う
。そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
検
討
し
、

す
ぐ
で
き
る
も
の
は
早
急
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

浅
羽
支
所
の
職
員
体
制
の

充
実
・
強
化
を

市
町
村
合
併
や
「
行
革
」
に
よ

る
自
治
体
職
員
の
減
少
が
、
被
害
把

握
、
救
援
を
困
難
に
し
た
。
浅
羽
支

所
内
の
市
職
員
状
況
は
。

合
併
時
、
支
所
は
4
課
7
係
35

人
、
分
庁
機
能
と
し
て
2
つ
の
部
で

69
人
体
制
で
あ
っ
た
。
現
在
は
2
課

3
係
1
施
設
16
人
と
水
道
部
27
人
の

み
の
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

簡
素
で
わ
か
り
や
す
い
分
別
を

同
じ
ラ
ッ
プ
や
ト
レ
イ
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
が
、
使
用
目
的
に
よ

り
分
別
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

り
、「
商
品
を
入
れ
て
あ
っ
た
容
器
」

「
商
品
が
包
ま
れ
て
い
た
包
装
」
は

リ
サ
イ
ク
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
同
じ
材
質
で
あ
っ
て
も
容
器
包

装
に
該
当
し
な
い
も
の
は
、
こ
れ
ら

と
別
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

で
あ
る
。

浅
田 

二
郎 

議
員

市役所本庁舎北玄関のスロープ

プラスチック製容器包装の分別記事（広報ふくろい）
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自
主
運
行
バ
ス
は

現
状
の
ま
ま
で
良
い
の
か

自
主
運
行
バ
ス
の
乗
客
を
増
や

す
た
め
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
に
し
、

さ
ら
に
、
市
内
全
バ
ス
業
者
を
入
札

に
参
加
さ
せ
た
ら
ど
う
か
。

今
後
の
契
約
に
は
、
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
の
運
行
を
条
件
に
加
え
る
な

ど
の
検
討
を
し
た
い
。
ま
た
、
様
々

な
条
件
を
満
た
す
事
業
者
で
あ
れ

ば
、
入
札
に
参
加
で
き
る
よ
う
検
討

し
た
い
。

大
震
災
を
市
民
の
安
全
・

安
心
に
活
か
す
に
は

液
状
化
現
象
が
予
想
さ
れ
る
山

梨
方
面
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。

家
庭
に
お
い
て
は
、
建
物
の
耐

震
化
や
家
具
の
固
定
を
、
確
実
に
行

う
こ
と
が
有
効
な
対
策
と
な
る
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
地
域
の
学
習
会

な
ど
を
通
し
て
、
市
民
へ
の
幅
広
い

P
R
に
努
め
て
い
き
た
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て

有
効
な
政
策
は

情
報
・
通
信
業
者
が
提
唱
し
て

い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
、
市
と
し
て

誘
致
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し

て
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
積
極
的
に

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
県

と
の
連
携
を
密
に
し
、
国
か
ら
の
情

報
も
収
集
し
な
が
ら
、
候
補
地
の
検

討
等
の
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
長
の
原
発
へ
の
認
識
を
問
う

福
島
第
一
原
発
の
事
故
の
惨
状

を
目
の
当
た
り
に
し
て
市
長
の
認
識

は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

今
回
の
事
故
で
人
間
が
放
射
能

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
が

判
明
し
、
今
の
技
術
水
準
で
は
安
全

で
な
い
と
考
え
る
。
安
全
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
、
明
ら
か
に
安
全
で
な

い
と
い
う
認
識
に
変
わ
っ
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。

世
界
一
危
険
と
い
わ
れ
る
浜
岡

原
発
は
永
久
停
止
と
す
べ
き
と
考
え

る
が
。市

民
が
安
全
だ
と
い
う
認
識
が

得
ら
れ
な
い
限
り
、
運
転
再
開
を
す

べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。
福
島
の
問

題
が
解
決
さ
れ
、原
因
究
明
が
で
き
、

対
策
が
な
さ
れ
た
と
き
、
初
め
て
浜

岡
原
発
の
再
開
に
つ
い
て
検
証
し
議

論
で
き
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

浜
岡
原
発
の
運
転
再
開
は
非
常
に
難

し
い
事
態
に
現
在
は
あ
る
と
の
認
識

で
あ
る
。

本
市
の
原
発
事
故
へ
の
備
え
は

市
民
の
原
発
事
故
・
放
射
能
汚

染
へ
の
不
安
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

市
独
自
の
観
測
実
施
、
計
測
器
の
配

備
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
を
求
め

る
が
ど
う
か
。

ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
、
簡
易
計
測

器
の
配
備
は
、早
急
に
検
討
し
た
い
。

市
の
防
災
計
画
の
中
に
原
子
力
災
害

に
対
す
る
備
え
に
関
し
て
の
記
載
に

つ
い
て
も
、
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

山
田 

貴
子 

議
員

髙
橋 

美
博 

議
員

乗客の増加を目指す自主運行バス

消防署に配備されているポケット線量計
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小
中
学
校
の
整
備
計
画
は

校
舎
の
耐
震
化
は
進
め
ら
れ
た

が
、
建
物
は
老
朽
化
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
施
設
の
改
修
等
の
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

計
画
的
な
大
規
模
修
繕
に
よ
り

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
考
え
で
あ

る
。
現
在
、「
袋
井
市
教
育
施
設
整
備

10
箇
年
計
画
」
の
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
、
整
備
方
針
を
定
め
た
上
で
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

液
状
化
対
策
の
取
り
組
み
は

液
状
化
危
険
度
は
市
内
全
域
で

62
・
6
%
と
さ
れ
て
い
る
。
専
門
的

な
見
地
か
ら
事
前
予
測
の
研
究
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
液
状
化
軽
減

研
究
会
設
置
は
ど
う
か
。

液
状
化
が
も
た
ら
す
本
市
の
被

害
は
、
歴
史
的
背
景
を
も
と
に
、
専

門
家
を
入
れ
た
議
論
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
実
現
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

環
境
照
明
灯
の
導
入
は

地
震
に
よ
る
夜
の
停
電
時
の
安

全
確
保
、
避
難
地
へ
の
誘
導
な
ど
に

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
L
E
D
照

明
を
避
難
所
へ
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

市
指
定
避
難
所
と
な
る
施
設
に

は
、
災
害
時
に
お
け
る
停
電
対
策
の

た
め
、
発
電
機
と
と
も
に
非
常
照
明

灯
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
環
境
照
明
灯
に
つ
い
て
も
導
入

し
て
い
き
た
い
。

寺
井
紗
知
子 

議
員

障
害
者
の
自
立
支
援
に
向
け
た

取
り
組
み
は

障
害
者
の
就
労
に
は
、
雇
用
施

策
と
福
祉
施
策
が
連
携
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

障
害
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
り
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生

き
る
た
め
に
、
就
労
は
大
切
な
こ
と

で
あ
る
た
め
、
中
東
遠
地
区
就
業
促

進
協
議
会
と
連
携
し
、
一
般
就
労
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
放
課
後
支
援
へ
の

取
り
組
み
は

今
後
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
。

今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
の
社
会

性
や
豊
か
な
人
間
性
も
育
ま
れ
る
よ

う
、
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

非
正
規
職
員
の
雇
用
は

重
要
な
経
営
課
題

市
職
員
の
雇
用
比
率
に
つ
い
て

伺
う
。本

年
4
月
1
日
現
在
、
市
長
部

局
は
、
正
規
3
5
1
人
、
非
常
勤
嘱

託
81
人
、
臨
時
的
任
用
46
人
。
病
院

は
、
正
規
3
3
7
人
、
非
常
勤
嘱
託

75
人
、
臨
時
的
任
用
2
人
。
教
育
委

員
会
は
、
正
規
1
8
5
人
、
非
常
勤

嘱
託
1
0
6
人
、
臨
時
的
任
用
30
人

で
、
円
滑
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

髙
木 

清
隆 

議
員

ワークラックによる職業準備訓練

環境照明灯（周南中学校プール南側に設置されている物と同型）
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市政に対する 一 般 質 問



　院事業会計の補正予算をはじめ、条例の制定・
　委員会で審査しました。

新病院建設特別委員会からの報告

　4月27日・6月21日に新病院建設特別
委員会が開催され、次の報告事項等につい
て議論が交わされました。
《4月27日》
◎新病院建設に伴う今後の業務スケ
ジュールについて

◎造成工事の進捗状況について
《6月21日》
◎新病院建設工事の入札結果について
◎新病院の名称について
◎掛川市・袋井市新病院建設事務組合議
会全員協議会及び臨時会について

現市民病院利活用特別委員会からの報告

　3月28日、4月27日、6月2日に現市民病
院利活用特別委員会が開催され、次の協議・
報告事項について議論が交わされました。
《3月28日》
◎基本計画策定業務の委託について
◎休日夜間急患センターの方向性について
◎今後の検討体制とスケジュール（案）
について

《4月27日》
◎現市民病院施設の耐久度診断結果（中
間報告）について

◎現市民病院施設利活用シミュレーション
（検討案）について
◎現市民病院施設利活用に伴う諸手続に
ついて

《6月2日》
◎袋井市保健・医療・介護構想に基づく
6センターの開設方針及び規模等につ
いて

◎医療分野における公設民営の考え方に
ついて

◎現市民病院施設の利活用案について
◎現市民病院施設の耐震性能に関する評
価について

◎現市民病院施設のリニューアルスケ
ジュールについて

特別委員会より

■建設経済委員会
●建設工事委託に関する協定の締結
 （袋井駅南北自由通路新設及び橋上駅舎化工事）

Q工事委託の契約を結ぶ上で、問題
点、懸案事項はあるか。

A駅南口、駅北口どちらも広い工事
用の仮設ヤードが必要となり、駅

利用者に迂回をお願いしなければなら
ない。迂回の際の事故に注意するとと
もに、出来る限り短期間で完了するよう
JRに働きかけていきたい。
　また、詳細設計を進める中で、市民か
らいただいた自由通路へのアイデアを組
み入れ、市民に愛される市民駅となるよ
う進めていきたい。

Qこの事業を、市の活性化や市街地
の発展につなげていくべきと考え

るが、ソフト的な計画も含め、今後の方
向性はどうか。

A現在、ハード面では、アクセス道
路の整備や駅南の土地区画整理事

業を推進している。ソフト面について
は、南北の連携強化などにより、橋上駅
舎が本市の中心核となるよう、駅や周辺
地域のあり方なども含め、方向性を検討
していきたい。

袋井駅イメージ図（南口上空から）
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常任委員会レポート常任委員会レポート 平成23年度一般会計及び病　
一部改正などの議案を各常任　

■総務委員会
●男女共同参画推進条例の制定

Q家庭内には、親子・夫婦などそれ
ぞれの人間関係があり、加えて、

昔から、男らしさ、女らしさという言葉
もある。男女共同参画を推進するにあた
り、行政としてこのことをどのようにと
らえているのか。

A 家庭における男女共同参画につい
ては、教育の中や公民館活動の中な

ど、あらゆる家庭教育の機会をとらえて推
進に努めていきたい。一つ一つの活動の積
み重ねを継続して取り組んでいきたい。

●袋井市一般会計補正予算（第1号）
―災害支援用備蓄品補充事業―

Q防災関係の備蓄品は、全体でどのく
らいあるのか。また、その内、どの

くらいの数量を被災地に支援したのか。

A全体の備蓄資材は、過去からの
積み重ねや、数量も多量であるた

め、金額に換算することは難しい。
　支援物資としては、アルファ米1,000
食分、間仕切り140組、仮設トイレ20
基、簡易トイレ50基など概ね2,500万
円相当分を支援した。

■民生文教委員会
●袋井市一般会計補正予算（第1号）
―徘徊SOSネットワーク事業―

Q「徘徊SOSネットワーク事業」は
どんな組織が参加するか。

Aこの事業では、徘徊する可能性の高
い高齢者の情報を、家族の了解を得

て事前に登録しておき、自治会、老人クラ
ブ、地域包括支援センター、地域の小売店
などがその情報を共有し、早期に発見す
る体制を整えるもので、市と社会福祉協議
会、地域包括支援センター、民生委員児童
委員協議会が連携して実施する。

●幼稚園預かり保育料徴収条例の一部改正

Q長期休業中（夏休み・冬休み・春
休み）の預かり保育料を日額で設

定しているが、預かる時間によって段階
的に金額を変えないのか。

A 長期休業中の預かり保育は、公立幼
稚園3園（山梨・若草・浅羽東幼稚

園）にてセンター化して実施する。午前8
時30分から午後5時までで、保護者の迎え
が午後4時であっても、午後5時であって
も、一日当たり1,000円となるが、一月当
たりの保育料の上限は設けない。

夏休み期間の預かり保育を行う若草幼稚園被災地への支援物資搬送

市議会だより
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9月市議会定例会のお知らせ
9月定例会の予定は次のとおりです。

【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
 9月 6日（火） 開会、議案の説明
  13日（火） 市政に対する一般質問
  14日（水） 市政に対する一般質問
  15日（木） 市政に対する一般質問
  20日（火） 議案の審査（常任委員会）
  21日（水） 議案の審査（常任委員会）  
  30日（金） 委員長報告～採決、閉会

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方なども、段差解消機を利用
　し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
　議会事務局へ声をおかけください。

議員提出意見書（要旨）
次の意見書を、衆・参議院議長、内閣総理大臣、担当
大臣あてに提出しました。

原子力発電所の安全対策の強化を求める意見書

　東北地方太平洋沖地震とこれに伴う巨大津波は、多
くの尊い人命と生活基盤を一瞬にして奪い去った。加
えて、福島第一原子力発電所の事故により、多くの住
民が避難生活を余儀なくされているほか、農作物の汚
染や風評被害などの深刻な事態にさらされている。
　本市の30キロメートル圏内に所在している浜岡原
子力発電所のある場所は、東海地震が、今後30年間
において87%の確立で発生するといわれている。浜
岡原子力発電所周辺地域の住民の安全・安心を確保
するよう、耐震設計審査等の安全指針・国の防災基
本計画や原子力防災指針等について見直しを行うな
ど、特段の対策を推進されることを強く要望する。

茶の放射性物質検査に関する意見書

　袋井市は、県内有数の茶産地であり、「ふくろい茶」
は袋井市の基幹作物となっている。
　福島第一原発事故による農作物の放射能汚染では、
静岡県においても、一番茶(製茶)の一部で暫定規制
値を超え、生産した茶工場に対し、出荷自粛、自主
回収が要請されている。
　このような状況の中、二番茶の製造、販売が行え
ないことが危惧されるとともに、今後、風評被害に
よる消費の低迷も懸念される。
　そこで、安心安全な茶の生産、流通を確保するた
めに、原子力災害対策本部による出荷制限の指示に
ついては、茶工場ごとの茶の放射生物質の分析値を
基に、茶工場単位でおこなうようにすることなどを
要望する。

　6月定例会では、東日本大震災に関連した諸問題について、
活発な論議が交わされました。広報委員会では、それらの
内容をできるだけ分かりやすく掲載するよう努めました。
　今後も市民の皆様に、議会に対する理解と関心を深め
ていただけるよう努力してまいります。一層のご支援を
お願い申し上げます。

赤外線補聴器段差解消機

あなたも議会を傍聴してみませんか。

市議会の録画(中継)放送・
会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページからこのバナーを
クリックしてください。

編 集 後 記

クリック！！
市議会への請願、陳情について
　市政についての様々な要望や意見は、「請願」「陳情」
として、文書で市議会に提出することができます。請
願には、1人以上の議員の紹介が必要です。
　定例会開会日の8日前までに提出していただけれ
ば、請願は、定例会で議題とし、陳情は、議会運営委
員会でその取り扱いを協議します。なお、郵送による
陳情などについては議長判断で処理することとなって
います。
　請願（陳情）書には、請願（陳情）者の住所、氏名（法
人及び団体は、その事業所の所在地、名称及び代表者
の氏名）を記載し、押印してください。
※詳細については、袋井市議会事務局にお問い合わせください。




